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莱
おくやみ

本
県
の
酒
欧
州
２
国
で
提
供
へ

日
ロ
、

日
に
首
脳
会
談
…
…

金
融
機
関
、
資
金
洗
浄
で
対
策

桃
田
選
手
、
富
岡
魂
胸
に
鍛
錬

並
木

秋
人
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ふくしまは負けない明日へ
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ひろば

民報チャレンジ

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

５
｜
２

茨

城

記
事

面

須

賀

川

市

狸

森
の
山
あ

い
に
あ
る
牧
場

で
、
ダ
チ
ョ
ウ

に
似
た
飛
べ
な

い
鳥
の
エ
ミ
ュ
ー
が
育

つ
。
二
十
数
羽
の
ボ
ン
ボ

ン
と
い
う
鳴
き
声
が
響

く
。
健
康
食
品
や
革
製
品

の
材
料
に
な
り
、
地
域
の

産
業
づ
く
り
に
つ
な
が
る

よ
う
望
み
が
か
か
る
▼
近

く
で
製
造
業
を
営
む
吉
田

大
二
さ
ん
が
、
過
疎
と
高

齢
化
に
悩
む
地
元
を
元
気

に
す
る
願
い
を
託
し
、
飼

育
に
励
む
。
県
内
で
例
は

少
な
く
、
つ
が
い
十
組
を

北
海
道
か
ら
買
い
入
れ

た
。
仲
間
割
れ
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
で
死
ん
だ
り
、
脱

走
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
り
し

た
。
昨
年
春
に
孵
化
に
成

功
し
、
少
し
ず
つ
数
を
増

や
し
て
い
る
▼
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
原
産
で
、
鳥
類
で

は
ダ
チ
ョ
ウ
の
次
に
大
き

い
。
赤
身
の
肉
は
脂
肪
が

少
な
く
、
鉄
分
に
富
む
。

卵
は
鶏
卵
の
十
倍
ほ
ど
の

大
き
さ
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー

物
質
を
含
ま
な
い
と
さ
れ

る
。
抽
出
し
た
油
を
保
湿

化
粧
品
に
、
皮
を
高
級
皮

革
オ
ー
ス
ト
リ
ッ
チ
に
、

羽
を
装
飾
品
に
用
い
る
。

一
羽
が
多
く
の
恩
恵
を
も

た
ら
す
▼
吉
田
さ
ん
は
エ

サ
の
研
究
を
重
ね
、
市
内

の
企
業
か
ら
引
き
取
っ
た

残
飯
な
ど
を
与
え
る
。
ほ

ぼ
何
で
も
つ
い
ば
み
、
性

格
も
お
と
な
し
い
た
め
、

誰
で
も
飼
い
や
す
い
と
い

う
。
お
年
寄
り
の
働
き
口

が
生
ま
れ
、
休
耕
田
の
新

た
な
使
い
道
に
な
る
。
食

品
廃
棄
物
を
減
ら
せ
る
効

果
も
見
込
ま
れ
る
。
一
石

何
鳥
も
の
夢
が
広
が
る
。

15
年
度
県
内
子
ど
も
甲
状
腺
検
査

専門 部会

ヤ
マ
メ

イ
カ
ナ
ゴ
な
ど
４
品
目

山
車
祭
り
同
日
開
催

伝
統
の
山
車
が
福
島
市

に
集
う
「
ふ
く
し
ま
山
車

祭
り
」
は
東
北
絆
ま
つ
り

と
同
じ
く
一
、
二
の
両
日

に
開
催
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
福

島
駅
東
口
の
吾
妻
通
り

に
福
島
、
伊
達
両
市
の
七

台
が
集
合
し
、
威
勢
の
良

い
お
は
や
し
を
演
奏
す

る
。吾

妻
通
り
沿
い
の
さ
ん

か
く
広
場
、
街
な
か
広
場
、

福
島
稲
荷
神
社
の
三
カ
所

に
は
露
店
が
立
ち
並
ぶ
。

山
車
祭
り
は
福
島
市
、

福
島
商
工
会
議
所
、
福
島

民
報
社
な
ど
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
の
主
催
。

莱

あすまで

福 島

東
北
地
方
の
六
つ
の
祭
り
が
共
演
す
る
「
東
北
絆
ま

つ
り
２
０
１
９
福
島
」は
一
日
、福
島
市
で
開
幕
す
る
。

地
元
の
わ
ら
じ
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
各
地
域
で
受
け
継

が
れ
て
い
る
誇
り
高
い
祭
り
が
集
結
し
、披
露
さ
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

の
復
興
に
向
か
っ
て
歩
む
姿
を
二
日
間
に
わ
た
っ
て
全

国
に
発
信
す
る
。

（

・

面
に
関
連
記
事
）

ス
テ
ー
ジ
や
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、
準
備
が

整
っ
た
福
島
市
役
所
西
側
駐
車
場
の
メ
イ
ン
会
場

一
日
は
午
前
十
時
か
ら

福
島
市
役
所
西
側
駐
車
場

の
メ
イ
ン
会
場
で
開
祭
式

が
あ
る
。
震
災
の
犠
牲
者

に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
実

行
委
員
会
長
の
木
幡
浩
市

長
が
あ
い
さ
つ
す
る
。
内

堀
雅
雄
知
事
の
歓
迎
の
言

葉
な
ど
に
続
き
、
実
行
委

員
長
の
渡
辺
博
美
福
島
商

工
会
議
所
会
頭
が
開
祭
の

掛
け
声
を
上
げ
る
。

開
祭
式
に
先
立
ち
、
午

前
九
時
半
か
ら
福
島
市
出

身
の
作
曲

、
故
古
関
裕

而
さ
ん
の
楽
曲
を
奏
で
る

「
ふ
く
し
ま
古
関
楽
団
２

０
２
０
」
が
「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
マ
ー
チ
」
な
ど
を

響
か
せ
る
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
東
北
六
祭
り
の
パ
レ
ー

ド
は
市
役
所
東
側
の
四
号

国
道
の
一
部
な
ど
を
通
行

止
め
に
し
て
繰
り
広
げ
ら

れ
る
。
午
後
二
時
半
に
出

発
し
、
約
一
・
一
㌔
の
コ

ー
ス
を
往
復
す
る
。
地
元

の
福
島
わ
ら
じ
ま
つ
り
を

先
頭
に
、
山
形
花
笠
ま
つ

り
、
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
、

仙
台
七
夕
ま
つ
り
、
青
森

ね
ぶ
た
祭
、
秋
田
竿
灯
（
か

ん
と
う
）
ま
つ
り
の
踊
り

手
ら
約
千
二
百
人
が
約
二

時
間
半
に
わ
た
り
演
舞
す

る
。福

島
わ
ら
じ
ま
つ
り
は

今
年
夏
の
開
催
五
十
回
目

の
節
目
に
合
わ
せ
て
刷
新

さ
れ
る
。
和
太
鼓
や
笛
の

生
演
奏
が
加
わ
る
な
ど
し

た
新
た
な
姿
が
夏
の
本
番

に
先
駆
け
て
披
露
さ
れ

る
。市

役
所
西
側
の
メ
イ
ン

会
場
の
ほ
か
、
市
街
地
の

四
カ
所
に
サ
ブ
会
場
を
設

け
る
。
Ｊ
Ｒ
Ａ
福
島
競
馬

場
に
は
県
内
十
三
市
と
福

島
市
近
隣
市
町
な
ど
が
飲

食
・
物
産
ブ
ー
ス
を
設
け

る
。
福
島
二
小
で
は
東
北

六
市
の
グ
ル
メ
広
場
に
加

え
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。

福
島
大
付
属
小
で
は
東
北

六
祭
り
の
道
具
な
ど
を
開

放
す
る
。
新
浜
公
園
に
は

会
津
名
物
・
ソ
ー
ス
カ
ツ

丼
や
川
俣
シ
ャ
モ
な
ど
県

内
自
慢
の
味
を
楽
し
め
る

飲
食
店
が
並
ぶ
。

最
終
日
の
二
日
は
午
後

零
時
半
か
ら
六
つ
の
祭
り

の
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
る
。

東
北
絆
ま
つ
り
は
実
行

委
員
会
の
主
催
。
震
災
、

原
発
事
故
か
ら
の
復
興
と

鎮
魂
を
テ
ー
マ
に
二
〇
一

一
（
平
成
二
十
三
）
年
七

月
に
始
ま
っ
た
東
北
六
魂

祭
の
後
継
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
東
北
各
県
で
催
さ
れ
て

い
る
。
実
行
委
員
会
は
二

日
間
で
三
十
万
人
の
来
場

者
を
見
込
ん
で
い
る
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
後
当
時
十
八
歳
以

下
だ
っ
た
県
内
全
て
の
子

ど
も
を
対

と
し
た
甲
状

腺
検
査
で
、
二
〇
一
四
、

一
五
年
度
に
実
施
し
た
二

巡
目
の
検
査
で
見
つ
か
っ

た
が
ん
と
被
ば
く
に
関
連

性
が
な
い
と
す
る
中
間
報

告
を
、
県
が
設
置
し
た
専

門

に
よ
る
部
会
が
ま
と

め
た
こ
と
が
三
十
一
日
、

関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か

っ
た
。
被
ば
く
線
量
が
高

い
と
が
ん
発
見
率
が
上
が

る
と
い
っ
た
相
関
関
係
が

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど

が
理
由
。
福
島
市
で
三
日

に
開
か
れ
る
部
会
で
報
告

す
る
。

基
礎
デ
ー
タ
収
集
が
目

的
の
一
巡
目
と
違
い
、
事

故
後
三
〜
五
年
目
に
実
施

し
た
二
巡
目
は
事
故
の
影

響
を
調
べ
る
「
本
格
検
査
」

と
位
置
付
け
て
い
る
。
専

門

に
よ
る
二
巡
目
の
見

解
が
初
め
て
ま
と
ま
っ
た

こ
と
で
、
今
後
の
検
査
の

在
り
方
に
影
響
を
与
え
そ

う
だ
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
国

連
放
射
線
影
響
科
学
委
員

会
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）

が
県
内
五
十
九
市
町
村
ご

と
に
推
定
し
た
甲
状
腺
被

ば
く
線
量
を
使
い
、
が
ん

が
見
つ
か
っ
た
子
ど
も
の

年
齢
や
市
町
村
と
突
き
合

わ
せ
て
分
析
。
約
三
十
八

万
人
を
対

と
し
た
二
巡

目
で
は
五
十
二
人
の
が
ん

が
確
定
し
、
十
九
人
に
疑

い
が
見
ら
れ
た
が
、
線
量

の
増
加
に
従
っ
て
が
ん
発

見
率
が
上
が
る
と
い
う
関

連
性
は
な
か
っ
た
。

対

者
が
全
国
に
散
ら

ば
り
受
診
率
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
各
都
道
府
県
が

が
ん
の
デ
ー
タ
を
集
め
た

「
地
域
が
ん
登
録
」
な
ど

を
活
用
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
た
。

原
発
事
故
で
放
出
さ
れ

た
放
射
性
ヨ
ウ
素
は
甲
状

腺
に
た
ま
っ
て
が
ん
を
引

き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。

本
県
は
、
放
射
線
の
影
響

が
表
れ
る
前
に
子
ど
も
の

甲
状
腺
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
一
巡
目
と
な
る

「
先
行
検
査
」
を
一
一
〜

一
三
年
度
に
実
施
。
百
一

人
が
が
ん
と
確
定
し
た

が
、
旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
比
べ

て
被
ば
く
線
量
が
低
い
こ

と
な
ど
か
ら
「
放
射
線
の

影
響
と
は
考
え
に
く
い
」

と
す
る
中
間
報
告
を
十
五

年
に
発
表
し
て
い
た
。
昨

年
五
月
か
ら
は
四
巡
目
の

検
査
が
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
が
ん
の
確
定
は

百
六
十
八
人
、
疑
い
が
四

十
三
人
に
上
っ
て
い
る
。

安
倍
晋
三
首
相
は
三
十

一
日
夜
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政

府
が
本
県
産
の
水
産
物
に

つ
い
て
、
輸
入
停
止
措
置

の
解
除
を
決
定
し
た
と
明

ら
か
に
し
た
。
同
国
の
ド

ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
と
官
邸

で
会
談
後
、
共
同
記
者
発

表
で
公
表
し
「
引
き
続
き

各
国
に
輸
入
規
制
の
緩
和

・
撤
廃
を
求
め
、
風
評
の

払
拭
（
ふ
っ
し
ょ
く
）
に

全
力
で
取
り
組
む
」
と
述

べ
た
。

外
務
省
に
よ
る
と
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
に
伴
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
が

輸
入
停
止
し
て
い
る
水
産

物
は
、
本
県
産
の
ヤ
マ
メ
、

イ
カ
ナ
ゴ
、
ウ
グ
イ
、
ア

ユ
の
四
品
目
。
首
相
は
ド

ゥ
テ
ル
テ
氏
と
の
会
談

で
、
他
の
本
県
産
水
産
物

で
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い

る
放
射
性
物
質
検
査
報
告

書
に
つ
い
て
も
、
早
期
撤

廃
を
要
請
し
た
。

農
林
水
産
省
に
よ
る

と
、
韓
国
に
よ
る
日
本
産

食
品
の
輸
入
規
制
を
巡

り
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ

Ｔ
Ｏ
）
の
紛
争
処
理
手
続

き
で
日
本
が
敗
訴
し
て
以

降
、
輸
入
停
止
が
解
除
さ

れ
た
の
は
初
め
て
。

両
首
脳
は
会
談
で
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
関
す
る
日
本
の
支

援
を
着
実
に
進
め
る
方
針

を
確
認
。
北
朝
鮮
の
非
核

化
に
向
け
た
国
連
安
全
保

障
理
事
会
決
議
の
完
全

履
行
や
、
日
本
人
拉
致
問

題
の
早
期
解
決
の
た
め

の
連
携
強
化
で
一
致
し

た
。
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